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ＥＢＰＭ
入門の入門入門の入門
～証拠に基づく政策立案

を行うために～

Ｑ
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Ｂ
Ｐ
Ｍ
と
は
何
？
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Ｂ
Ｐ
Ｍ
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証
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
）
と
は
、
政
策
目
的
を
明
確
化
し
た
う

え
で
合
理
的
な
証
拠
（
エ
ビ
デ
ン
ス
）
に
基
づ
き
政
策
の
立

案
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

Ｑ
　
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
？

Ａ
　
わ
が
国
の
政
策
決
定
で
は
、
「
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
」
よ

り
も
、
局
所
的
な
事
例
や
個
人
の
体
験
談
で
あ
る
「
エ
ピ
ソ
ー

ド
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
英
国
及
び
米
国
で
は
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
て
、

国
民
の
厚
生
が
最
大
化
さ
れ
る
政
策
を
選
択
す
る
こ
と
が
潮

流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
わ
が
国
で
も
、
少
子
高
齢
化
が
進
展
し
財
政
状
況
が
逼
迫

す
る
中
、
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
に
利
用
し
、
行
政
へ
の
信

頼
を
高
め
る
た
め
に
効
果
的
な
政
策
を
形
成
す
る
こ
と
が
重

要
と
の
認
識
の
広
ま
り
を
受
け
、
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
立
案
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
ど
ん
な
も
の
？

Ａ
　
エ
ビ
デ
ン
ス
（
証
拠
）
は
、
大
き
く
分
け
、「
記
述
統
計
」
と
「
因

果
関
係
の
推
定
」
の
２
つ
で
示
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
欄
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

記述統計って何ですか？

新人の　　　さんが、先輩の　　　さんにエビデンスや因果関係について質問しています。いっしょに勉強してみましょう。

では、因果関係の推定（因果推論）って？

因果関係の推定の手法には、どんなものがありますか？

　統計調査の結果などから平均や割合等を算

出し、その傾向や性質を把握するものだよ。

　統計学的な手法を用いて、原因と結果の因果

関係を明らかにする研究のことで、因果推論と
も言われているんだ。

効果の高い政策手段を選択するために役立つとされているよ。

課題もあるんですね。その他の方法はないんでしょうか。

　具体的にはどのよう
に分析すれば？

発電量が
足りない！

でも効果が分からないのに、いきなり値上げできないよ

一部の地域で実験してみよう！

節電して
欲しい

電力単価を上げたら
使用量が減るかも？

例を挙げてみよう。

ランダム化比較試験（Randomized Controlled 
Trial：RCT）を紹介するよ

　その上で、それぞれの結果を比較すれば、「介入と結果の因果関

係」が明らかになるよね。

　ＲＣＴは、医療の分野で、ある治療（投薬など）を行うグループと行わない
グループを比較することでその効果を測る実験が始まりなんだ。

　気を付けないと
いけないことはあ
りますか？

　他の条件が結果に影響を与
えないように、グループ分けは

無作為でないといけないよ。

　ある政策の効果を確かめる実験をしたい、とするよね。
　そんな場合は、政策の対象としたい集団のうちからあるグループ

（市町村や特定の階層など）を選び、さらにその政策の対象とするグ

ループ（介入グループ）と対象としないグループ（比較グループ）に

分けた上で、政策を実施するんだ。 　このようにＲＣＴは、信頼性の高い因果関係を推論できることか
ら、「最も理想的な因果推論の手法である」と言われているんだ。
　一方で、大規模な実験であるゆえのコスト、他の影響を完全に排除

するのが困難であること、グループによって損得が生じるなどの倫

理的な問題などが指摘されているんだ。

　価格調整以外の条件を等しくするため、その地域の家庭をランダムにグ
ループ分けをして、一方は値上げを行うグループ、もう一方は今までどお

りのグループとする。
　その結果、もし後者の電力使用量が今までどおりで、前者の使用量が
減っていれば、電力価格の値上げには節電の効果がある、つまり因果関係

があるということになるね。

　自然実験というものがあるよ。これは、既に存在するデータからＲ
ＣＴに近いものを選び出して比較するというもの。上の例で言えば、
似てるけど電力単価だけが異なる二つの地域を選んで、電力使用量
を比較するという方法があるね。他にも疑似実験や重回帰分析とい
う統計的手法もあるので、事情にあった方法を検討すべきだね。

　出生率や就業
率、平均年齢な
どがあるね。

狭義のエビデンスとは
こちらを指すよ。

電力会社
　現状を的確に捉えるものなので、政策を作る際の問題認識や

目標設定などに必要とされているんだ。
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ランダム化比較試験（RCT）のイメージ

　ＥＢＰＭという言葉を、耳にされたこ

とがある方は多いのではないでしょうか。

言葉は知っていても、中身をよくご存じ

でない方もおられるのでは？今回は、ＥＢ

ＰＭの基礎知識をご紹介します。
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ド
」
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

策
立
案
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
エ
ビ
デ
ン
ス
と
は
ど
ん
な
も
の
？

　
エ
ビ
デ
ン
ス

大
き
く
分
け
、「
記
述
統
計
」

果
関
係
の
推
定
」

つ
で
示
さ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
下
欄
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
因
果
関
係
と
は
何
？

Ａ
　「
因
果
関
係
」
と
は
、
二
つ
の
事
柄
の
う
ち
、
片
方
が
原
因

と
な
っ
て
、
も
う
一
方
が
結
果
と
し
て
生
じ
る
と
い
う
関
係

に
あ
る
も
の
を
い
い
ま
す
。

　
な
お
、
よ
く
似
た
概
念
と
し
て
「
相
関
関
係
」
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
片
方
の
変
化
に
応
じ
て
、
も
う
一
方
も
変

化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
の
、
原
因
と
結
果
の
関
係

に
あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
因
果
関
係
の
確
認
は
な
ぜ
必
要
？

Ａ
　
一
見
す
る
と
効
果
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
（
相
関
関
係
が

あ
る
）
が
、
実
際
に
は
効
果
が
な
い
（
因
果
関
係
が
な
い
）

政
策
を
実
施
し
て
し
ま
う
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
も
、
因
果

関
係
の
確
認
が
重
要
で
す
。

Ｑ
　
因
果
関
係
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
は
何
？

Ａ
　
二
つ
の
事
柄
の
関
係
が
、
本
当
に
因
果
関
係
な
の
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
次
の
３
点
を
疑
っ
て
み

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
①
　
ま
っ
た
く
の
「
偶
然
」
で
な
い
か
？

　
二
つ
の
デ
ー
タ
が
た
ま
た
ま
似
た
動
き
を
み
せ
て
い

る
だ
け
で
は
？

　
例
：
海
賊
の
減
少
と
地
球
の
気
温
の
上
昇

②
　
原
因
と
結
果
の
両
方
に
影
響
を
与
え
る
「
第
３
の
要
因
」

は
存
在
し
て
い
な
い
か
？

例
：
子
ど
も
の
体
力
と
学
力
の
関
係
の
場
合
、
親
の

教
育
熱
心
さ

③
　
逆
の
因
果
関
係
は
存
在
し
て
い
な
い
か
？

「
原
因
↓
結
果
」
の
関
係
が
逆
に
な
っ
て
い
な
い
か
？

　
例
：
警
察
官
の
数
と
犯
罪
発
生
の
増
加

Ｑ
　
因
果
関
係
を
確
認
す
る
た
め
に
最
も
確
実
な
方
法
は
何
？

Ａ
　
因
果
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
手
法
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、

ど
れ
も
完
璧
な
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
分
析
す
る
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法

の
欠
点
を
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

統計学の知識がなくても因果関係に近づく方法があります！

　統計データを分析してみたら、「よくお酒を飲む人ほど、肺が
んになりやすい」という結果がでました。「飲酒量」と「肺がんの
なりやすさ」の間に、「原因」と「結果」の関係（因果関係）があるの
かを確かめる方法はないですか？
　数学とか苦手なんで、簡単な方法でお願いします。

因果関係を明らかにしたい２つの事柄を関係図に描く。

原因？（Ｂ）と結果？（Ａ）の識別（矢印の方向）には注意。

結果？（Ａ）に影響すると思われる他の要因もすべて描く。

それらが、原因？（Ｂ）に影響するかどうかも描き入れる。

結果？（Ａ）と原因？（Ｂ）の両方に影響する要因Ｃに着目してグループ分けを行う。

⇒分けたグループ毎に、注目する関係（Ｂ→Ａ）の相関を描く。

両グループ内でＢとＡの

相関関係が見られる。

⇒Ｂ→Ａの因果関係があ

る可能性が高い

両グループ内でＢとＡの

相関関係が見られない。

⇒Ｂ→Ａの因果関係がな

い可能性が高い

　がんは遺伝も関係するから、がんにかかったことがある家族
がいる人は、肺がんになりやすいのでは？
　喫煙する人も、肺がんになりやすいのでは？
　それと、喫煙する人は、お酒もよく飲むんじゃないかしら？

　因果関係を確かめる方法は色々あるけど、今回は、統計学の知識が
なくても、因果関係を確認する方法を教えてあげよう。
　まず、飲酒量（原因？）と肺がん罹患率（結果？）の関係図を描き、矢印
で結んでみよう！原因から結果に向けて矢印を引くことが重要だよ。

　次に、肺がんのなりやすさ（結果？）に影響を与えてい
ると思われる他の要因も関係図に描き出してみよう！

　いいところに気がついたね！
　書き出した要因が、飲酒量（原因？）にも影響を与える
かどうかも描き入れてみよう！

　次に、肺がんの罹患率（結果？）と飲酒量（原因？）の両方
に影響すると思われる「喫煙習慣」の有無でデータをグ
ループ分けし、それぞれのグループで、「飲酒量」と「肺がん
罹患率」の関係をグラフに描いてみよう！

　右の上のグラフの場合では、「喫煙習慣」の有無にかかわ
らず、「飲酒量」が増えるにつれ、「肺がん罹患率」も増えて
いるので、「飲酒量」と「肺がん罹患率」には因果関係がある

可能性が高いといえる。
　下のグラフの場合では、そういった関係が見られないの
で、因果関係がない可能性が高いといえる。

　因果関係を確かめる方法はい
ろいろあるが、どの方法も完璧で

はない。それぞれの方法の欠点を

知って、さまざまな方法をためし

てみることが重要だよ！

これなら、私でもできそう！
先輩、ありがとうございます！

ＳＴＥＰ１

ＳＴＥＰ２

ＳＴＥＰ３

※掲載した事例は架空のものです。

※大阪大学大学院 小原 美紀教授の資料を基に作成しました。
　その他参考及び引用文献：「原因と結果」の経済学　中室 牧子、津川 友介 著：データ分析の力 因果関係に迫る思考法　伊藤 公一朗 著
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Ｃ：AとBの両方に影響する要因

Ｄ：Aにのみ影響する要因

因果関係の有無を

確認できる！
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奈
良
ス
タ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
（
統
計
活
用
事

例
発
表
会
）
は
行
政
職
員
や
統
計
関
係
者
等

を
対
象
に
、
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案

（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
27

年
度
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
は
、
平
成
30
年
11
月
16
日
に

桜
井
市
立
図
書
館
で
開
催
し
、
市
町
村
職
員
、

県
職
員
、
統
計
関
係
者
な
ど
、
約
１
６
０
名

の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
な
お
、

今
回
か
ら
一
般
の
方
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
、
「
統
計
で
だ
ま
さ
れ
な

い
、
だ
ま
さ
な
い
た
め
に
」
と
題
し
て
、
大

阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
授

　
小
原
美
紀
氏
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
統
計
活
用
事
例
と
し
て
、
奈
良

県
警
察
本
部
捜
査
支
援
分
析
課
（
犯
罪
統
計

の
活
用
に
よ
る
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い

て
）
、
御
所
市
統
計
研
究
会
（
御
所
市
の
統

計
利
活
用
の
問
題
分
析
と
活
性
化
の
方
向

性
）
、
王
寺
町
政
策
推
進
課
（
タ
ー
ミ
ナ
ル
・

王
寺
駅
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た
『
に

ぎ
わ
い
』
づ
く
り
の
た
め
の
取
組
）
の
３
団

体
の
発
表
が
あ
り
、
荒
井
知
事
、
小
原
教
授

及
び
奈
良
県
統
計
分
析
専
門
員
の
安
孫
子
勇

一
近
畿
大
学
経
済
学
部
教
授
か
ら
各
発
表
に

対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
団
体
の
発
表
に
あ
た
っ
て
は
、

安
孫
子
教
授
の
他
、
近
畿
大
学
の
荒
木
宏
子

准
教
授
及
び
新
開
潤
一
講
師
に
発
表
内
容
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
で
は
、
こ
れ
ま
で
県
職
員
や
市
町
村
職
員
の
統
計
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
を
図
る
た
め
、
職

員
向
け
統
計
研
修
や
奈
良
ス
タ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
31
年
度
か

ら
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
を
「
官
庁
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
事
業
」
と
「
奈
良
県
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ

推
進
事
業
」
に
再
編
し
、
奈
良
県
に
お
け
る
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）
の
推
進
を
支

援
す
る
事
業
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
ま
し
た
。
「
官
庁
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト
育
成
事
業
」
で

は
、
県
・
市
町
村
職
員
向
け
の
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ミ
ナ
ー
及
び
奈
良
県
統
計
分
析
専
門
員
（
近

畿
大
学
安
孫
子
勇
一
教
授
）
に
よ
る
県
庁
各
部
局
や
市
町
村
向
け
の
統
計
相
談
を
、
「
奈
良
県
Ｅ
Ｂ
Ｐ

Ｍ
推
進
事
業
」
で
は
、
奈
良
ス
タ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
政
策
課
題
に
対
す
る
調
査
分
析
を
実
施

し
ま
す
。

奈
良
県
の
取
り
組
み

平成30年度
奈良スタットイベント



NARA  STAT JOURNAL5 NARA  STAT JOURNAL5

今
回
か
ら
一
般
の
方
も
参
加
い
た
だ
け
る
よ

院
国
際
公
共
政
策
研
究
科
教
授

対
し
て
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
孫
子
教
授
の
他
、
近
畿
大

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
の
概
要

相
関
関
係
と
因
果
関
係

　
喫
煙
率
、
飲
酒
率
と
ガ
ン
死
亡
率
の
関
係
か
ら
も
、
「
相
関

関
係
は
必
ず
し
も
因
果
関
係
で
は
な
い
」
、
「
隠
れ
た
要
素
の

存
在
が
因
果
関
係
を
見
せ
か
け
て
し
ま
う
」
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
警
官
数
と
犯
罪
件
数
の
よ
う
な
「
逆
の
因
果
関
係

の
存
在
」
に
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
、
因
果
関
係
の
有
無
を
見
抜
く
こ
と
は
、
原

因
に
注
目
し
た
い
と
き
や
政
策
を
考
え
る
と
き
必
要
と
な
る

だ
け
で
な
く
、
統
計
で
騙
さ
れ
な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

「
因
果
関
係
」
を
探
る
完
璧
な
方
法
は
な
い

　
で
は
、
因
果
関
係
に
辿
り
着
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
。

そ
の
一
つ
目
が
ラ
ン
ダ
ム
化
実
験
（
Ｒ
Ｃ
Ｔ
：
ラ
ン
ダ
ム
化

比
較
試
験
）
。
た
だ
し
、
公
平
性
や
完
全
な
ラ
ン
ダ
ム
化
な
ど

難
し
い
面
も
あ
る
。
二
つ
目
は
、
観
測
デ
ー
タ
に
基
づ
く
統

計
分
析
で
、
調
査
結
果
に
対
し
て
因
果
関
係
を
識
別
す
る
よ

う
適
切
に
分
類
す
る
こ
と
で
因
果
関
係
に
近
づ
く
こ
と
が
で

き
る
。
三
つ
目
は
、
実
際
に
政
策
の
対
象
と
な
る
人
（
例
：

補
助
金
の
支
給
を
受
け
る
人
な
ど
）
か
ら
因
果
関
係
を
識
別

す
る
情
報
と
共
に
聞
き
取
る
こ
と
。

　
因
果
関
係
を
探
る
完
全
な
方
法
は
無
く
、
限
界
も
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
上
で
、
様
々
な
方
法
で
分
析
す
る
こ
と
で
「
少

し
で
も
ま
し
な
統
計
分
析
」
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

統
計
を
利
用
す
る
の
に
一
番
大
切
な
こ
と

　
間
違
い
が
少
な
い
統
計
分
析
の
た
め
に
は
、
適
切
な
方
法
・

分
析
対
象
・
デ
ー
タ
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
対
象
の
特
徴

を
掴
め
て
い
る
こ
と
、
分
析
の
限
界
を
理
解
し
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
統
計
学
の
知
識
以
上
に
地
域

や
人
、
政
策
の
知
識
が
必
要
。
そ
し
て
、
政
策
担
当
者
と
分

析
者
が
互
い
に
信
頼
で
き
る
情
報
と
結
果
を
提
供
す
る
と
き

に
よ
り
よ
い
分
析
が
可
能
に
な
る
。

　
統
計
は
、
人
に
強
力
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
も
の
な
の
で

適
切
に
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
絶
対
に
や
っ
て
は
い
け

な
い
こ
と
は
、
統
計
で
国
民
を
騙
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。

◎講師プロフィール

　横浜国立大学経済学部卒業後、大阪大学大学院経

済学研究科博士後期課程を修了、政策研究大学院大

学助教授などを経て、現在、大阪大学大学院国際公

共政策研究科教授。応用計量経済学、労働経済学が

専門。人や家族に関わる政策でデータ分析をされ統

計学に造詣が深い。「労働政策審議会」臨時委員（厚

生労働省職業安定局）など、幅広く活躍。

　
市
町
村
別
犯
罪
認
知
件
数

で
上
位
の
自
治
体
が
、
件
数

の
多
い
自
転
車
窃
盗
の
対
策

を
し
て
効
果
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
が
ん
検
診
率
の
低
か
っ

た
自
治
体
で
は
、
頑
張
っ
て

検
診
率
を
向
上
さ
せ
た
。
こ

う
し
た
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
の

単
純
な
統
計
の
利
用
で
、
意

欲
を
触
発
さ
れ
る
例
も
あ

る
。

　
地
図
分
析
も
こ
こ
ま
で
で

き
る
の
か
と
大
変
勉
強
に

な
っ
た
。

　
県
と
全
国
、
経
年
に
よ
る

差
の
分
析
や
自
治
体
と
の
協

力
に
よ
り
、
犯
罪
抑
止
だ
け

で
な
く
住
民
の
安
心
に
も
繋

が
る
よ
う
、
不
審
者
情
報
な

ど
県
民
の
関
心
が
あ
る
犯
罪

の
認
知
に
い
た
ら
な
い
案
件

の
情
報
の
分
析
が
で
き
れ

ば
、
な
お
よ
い
と
思
う
。

【
発
表
内
容
】
犯
罪
の
認
知
件
数
等
を
集
計
す
る
「
犯
罪
統
計
」
の

作
成
手
法
、
そ
の
犯
罪
統
計
デ
ー
タ
を
用
い
た
近
年
の
犯
罪
動
静

（
刑
法
犯
認
知
件
数
や
検
挙
率
）
を
グ
ラ
フ
や
犯
罪
発
生
マ
ッ
プ

で
説
明
。
ま
た
、
奈
良
市
と
連
携
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
箇
所

の
選
定
に
「
犯
罪
統
計
」
の
分
析
結
果
を
活
用
し
た
事
例
を
紹
介
。

辺方　博さん

基調講演

奈
良
県
警
察
本
部
捜
査
支
援
分
析
課

「
統
計
で
だ
ま
さ
れ
な
い
、
だ
ま
さ
な
い
た
め
に
」

大
阪
大
学
大
学
院
教
授

　
　小
原

　美
紀

　氏

「
犯
罪
統
計
の
活
用
に
よ
る
自
治
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
」

◎
荒
井
知
事
コ
メ
ン
ト

◎
小
原
先
生
コ
メ
ン
ト
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こ
う
し
た
、
統
計
利
用
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
お
う
と
い
う

意
識
に
感
心
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
で
大
事
な
の
は
、

客
観
的
な
事
実
の
把
握
だ
け
で
な

く
、
調
査
を
行
う
側
の
現
状
を
改

善
し
た
い
と
い
う
意
識
が
伝
わ
る

こ
と
。

　
こ
う
し
た
こ
と
が
、
自
治
体
と

住
民
と
の
協
働
の
意
識
の
醸
成
に

繋
が
る
と
思
う
。

　
若
い
世
代
で
統
計
に
対
す
る
意

識
が
低
い
と
謙
遜
し
て
い
る
が
、

む
し
ろ
高
い
の
で
は
と
感
心
し

た
。
ま
た
、
統
計
活
用
意
識
と
説

明
責
任
の
相
関
係
数
を
出
し
て
い

る
の
は
素
晴
ら
し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

だ
と
思
う
。
た
だ
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
回
答
者
が
、
ど
う
い
う
人
た
ち

か
注
意
が
必
要
。
統
計
へ
の
関
心

が
高
い
か
ら
積
極
的
な
結
果
だ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
、
そ
う
し
た
差

へ
の
意
識
が
必
要
と
思
う
。

【
発
表
内
容
】
御
所
市
役
所
に
お
け
る
統
計
利
活
用
の
実
態
と
意

識
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
調
査
。
「
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を

果
た
す
意
識
が
強
い
ほ
ど
、
根
拠
と
し
て
統
計
を
活
用
し
よ
う
と

い
う
意
識
が
強
い
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

統
計
学
的
手
法
を
用
い
て
分
析
。
そ
の
結
果
、
年
代
に
よ
る
違
い

は
あ
る
も
の
の
仮
説
ど
お
り
の
相
関
が
見
ら
れ
た
。

山口　稔之さん

　
労
働
生
産
性
に
つ
い
て
見
る
と
き

は
、
業
種
毎
に
労
働
生
産
性
が
異
な

る
の
で
、
業
種
と
全
産
業
平
均
と
の

比
較
に
は
注
意
が
必
要
。

　
誘
致
し
た
ホ
テ
ル
に
ど
ん
な
取
組

を
し
た
ら
、
ど
れ
だ
け
人
が
呼
び
込

め
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
の
実
態
把
握

に
統
計
が
使
え
た
ら
い
い
と
思
う
。

　
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
駆
使
し
て
町
の
全

体
像
を
把
握
し
よ
う
と
い
う
試
み

は
、
非
常
に
良
か
っ
た
。
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ

Ｓ
は
、
当
イ
ベ
ン
ト
第
１
回
基
調
講

演
者
で
あ
る
西
内
先
生
が
関
わ
っ
て

お
ら
れ
、
講
演
で
も
ご
紹
介
い
た
だ

い
た
も
の
な
の
で
、
今
回
実
際
に
利

用
さ
れ
た
の
は
、
当
イ
ベ
ン
ト
の
意

義
が
発
揮
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　
今
回
の
発
表
も
含
め
て
町
の
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
考
え
て
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
な
の
で
、
県
や
周
辺
市
町

村
と
協
力
し
て
実
践
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
。

【
発
表
内
容
】
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
を
用
い
た
分
析
に
よ
り
、
産
業
の
労
働

生
産
性
が
低
い
こ
と
、
昼
間
人
口
が
少
な
く
西
和
地
域
の
タ
ー
ミ

ナ
ル
と
い
う
利
点
を
生
か
せ
て
い
な
い
等
の
課
題
を
確
認
。
政
策

の
方
向
性
と
し
て
、
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
点
」
と
「
地
域
の
観
光

資
源
」
を
生
か
し
て
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、
商
業
の
活
性
化
を

図
る
こ
と
を
提
案
。

原田　眞美子さん

御
所
市
統
計
研
究
会

王
寺
町
政
策
推
進
課

※御所市統計研究会は、統計の活用を通じて職員の施策形成能力を

高めるため、部課横断で統計に関する研究活動を行う、市職員有

志による自主研究グループ

※ＲＥＳＡＳ：地方創生の様々な取り組みを情報面から支援するために、経済産業省と内閣官房

（まち・ひと・しごと創生本部）が、インターネット上で提供する地域経済分析システム

「
御
所
市
の
統
計
利
活
用
の
問
題
分
析
と
活
性
化
の
方
向
性
」

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
王
寺
駅
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
た

『
に
ぎ
わ
い
』
づ
く
り 

の
た
め
の
取
組
」

◎
小
原
先
生
コ
メ
ン
ト

◎
安
孫
子
先
生
コ
メ
ン
ト

◎
荒
井
知
事
コ
メ
ン
ト

◎
小
原
先
生
コ
メ
ン
ト
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　近年、政策立案において、証拠（エビデンス）に基づい

て行うことが求められていますが、証拠に基づく政策立案

（ＥＢＰＭ）を150年以上も前に、既に実践していた女性

がいました。

　その女性の名前はフローレンス・ナイチンゲール。「白

衣の天使」として知られる看護師です。1854年、ナイチ

ンゲールはイギリス軍の看護師団のリーダーとしてクリミ

ア戦争に派遣されます。看護活動を続ける中で彼女は、多

くの兵士たちの命が戦争中の負傷ではなく、病院の衛生環

境が悪いことにより生じる伝染病によって失われているこ

とに気づきます。そこで、戦地の窮状を伝えるために、イ

ギリス軍の戦死者・傷病者に関するデータを円グラフにま

とめたのです。月別に兵士の死亡原因をまとめたグラフは、

統計になじみのない国会議員や役人を説得するのに大いに

役立ちました。

　それにより、戦地の衛生改善命令が出され、多くの兵士

たちの命が救われることになりました。

②
中
室
牧
子
・
津
川
友
介 
著
（
2
0
1
7
年
）

「
『
原
因
と
結
果
』
の
経
済
学
」

　
　
　
　ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

　
第
４
回
ス
タ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト
の
基
調
講
演
で
小
原
美
紀
先
生
が

強
調
さ
れ
た
「
因
果
関
係
v
s
単
な
る
相
関
関
係
」
の
違
い
を
深

く
理
解
し
、
思
考
訓
練
す
る
た
め
に
、
大
変
有
益
な
本
で
す
。

　
第
１
章
で
は
、
因
果
関
係
を
確
認
す
る
３
つ
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
ま
す
。
①
「
ま
っ
た
く
の
偶
然
」
で
は
な
い
か
、
②
「
第

３
の
変
数
」
は
存
在
し
て
い
な
い
か
、
③
「
逆
の
因
果
関
係
」
は
存

在
し
て
い
な
い
か
、
の
３
点
で
す
。
こ
れ
ら
を
確
認
す
る
に
は
、「
反

事
実
」
と
比
較
で
き
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
適
切
な
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
第
２
章
で
は
、
因
果
関
係
を
確
認
す
る
理
想
的
な
手
法
で
あ
る

「
ラ
ン
ダ
ム
化
比
較
試
験
」
を
説
明
し
ま
す
。
実
験
対
象
を
無
作

為
に
振
り
分
け
て
、
効
果
を
検
証
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
た

だ
、
コ
ス
ト
や
倫
理
面
の
問
題
等
か
ら
実
施
し
に
く
い
手
法
で
す
。

①
伊
藤
修
一
郎

　著
（
2
0
1
6
年
）

「
政
策
リ
サ
ー
チ
入
門 

― 

仮
説
検
証
に
よ
る
問
題
解
決
の
技
法
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　東
京
大
学
出
版
会

　
神
奈
川
県
庁
で
勤
務
経
験
の
あ
る
著
者
が
、
学
生
や
実
務
家
に

「
政
策
リ
サ
ー
チ
」
を
奨
め
、
具
体
的
な
手
順
を
詳
し
く
説
明
し

た
教
科
書
で
す
。
ま
ず
、
テ
ー
マ
を
選
び
、
何
を
明
ら
か
に
し
た

い
か
（
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
）
考
え
ま
す
。
知
り
た
い
こ

と
が
明
確
で
な
い
と
き
は
、
暫
定
的
な
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ

ン
を
立
て
、
徐
々
に
改
善
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
リ
サ
ー
チ
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
の
答
え
が
す
ぐ
み
つ
か
ら
な
い
と

き
、
第
二
の
手
順
と
し
て
、
政
策
課
題
の
因
果
関
係
を
想
定
し
、

仮
説
を
立
て
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
①
経
験
を
活
か
す
、
②
文
献
リ

サ
ー
チ
を
行
う
、
③
理
論
・
モ
デ
ル
を
活
用
す
る
、
④
事
例
研
究
を

行
う
、
な
ど
の
手
法
が
あ
り
ま
す
。
「
Ａ
で
あ
る
ほ
ど
Ｂ
で
あ
る
」

と
い
う
仮
説
が
望
ま
し
く
、
そ
の
因
果
関
係
を
事
前
に
考
え
ま
す
。

ナイチンゲールと統計

ナイチンゲールが作成したグラフ（ウィキペディアより）

統計よもやま話

へ
の
意
識
が
必
要
と
思
う
。

【参考文献】

・渡辺美智子 監修「今日から役立つ統計学の教科書」　ナツメ社

・公益財団法人統計情報研究開発センター「統計実務基礎知識」

・総務省統計局ホームページ「ナイチンゲールと統計」

　彼女はその功績を称えられ、女性として初めて王立統計

協会の会員に選ばれることになります。

　「神の御心を知るには、統計学を使わなければならない。」

ナイチンゲールが残した名言です。

　
第
三
に
、
資
料
や
デ
ー
タ
を
収
集
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
先

行
研
究
を
探
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
り
、
公
的
な
デ
ー
タ
を
集
め
た
り
し
ま
す
。

　
第
四
に
、
こ
れ
ら
に
基
づ
い
て
仮
説
を
検
証
し
ま
す
。
少
数
事

例
の
場
合
に
は
比
較
、
多
数
事
例
の
場
合
に
は
統
計
的
な
検
証
が

で
き
ま
す
（
ひ
と
つ
の
事
例
の
詳
細
な
追
跡
も
一
案
）
。
仮
説
に

沿
っ
た
結
果
が
得
ら
れ
れ
ば
、
仮
説
が
検
証
で
き
た
と
考
え
ま
す
。

　
第
五
に
、
リ
サ
ー
チ
の
結
果
を
ま
と
め
て
伝
え
る
、
第
六
に
リ

サ
ー
チ
結
果
を
政
策
化
す
る
、
た
め
の
手
順
も
説
明
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
政
策
評
価
に
は
事
前
と
事
後
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す

が
、
客
観
的
・
科
学
的
に
見
積
も
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
業
績

評
価
を
用
い
る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
巻
末
に
は
、
３
つ
の
リ
サ
ー
チ
事
例
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
実
践
的
な
情
報
満
載
で
す
の
で
、
政
策
リ
サ
ー
チ
を
志
す

人
に
は
、
事
前
に
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
奨
め
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
第
３
章
で
、
「
あ
た
か
も
人
為
的
な
実
験
が
行
わ
れ

た
か
の
よ
う
な
状
況
」
（
制
度
変
更
や
自
然
災
害
な
ど
）
を
見
い

だ
し
、「
自
然
実
験
」
が
行
わ
れ
た
と
み
な
す
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

注
意
す
れ
ば
、
身
近
に
み
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
ト
レ
ン
ド
を
取
り
除
く
「
差
の
差
分
析
」（
第
４
章
）
、

「
結
果
に
は
直
接
影
響
を
与
え
な
い
が
、
原
因
に
は
影
響
を
与
え

る
第
３
の
変
数
」
を
用
い
る
「
操
作
変
数
法
」（
第
５
章
）
、「
ジ
ャ

ン
プ
」
に
注
目
す
る
「
回
帰
不
連
続
デ
ザ
イ
ン
」
（
第
６
章
）
、
似

た
者
同
士
の
組
み
合
わ
せ
を
作
る
「
マ
ッ
チ
ン
グ
法
」
（
第
７
章
）

な
ど
の
高
度
な
手
法
と
、
各
々
の
前
提
条
件
の
説
明
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
実
用
の
際
に
は
、
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　
第
８
章
で
、
因
果
関
係
に
適
さ
な
い
デ
ー
タ
で
も
、
「
重
回
帰

分
析
」
が
因
果
関
係
の
確
認
に
役
立
つ
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
ま

す
（
第
１
章
の
②
の
変
数
が
全
て
揃
っ
て
い
る
場
合
）
。
重
回
帰

分
析
は
エ
ク
セ
ル
で
も
計
算
で
き
ま
す
の
で
、
工
夫
を
す
れ
ば
幅

広
く
使
え
ま
す
。

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
）
に
役
立
つ
２
冊

安
孫
子

　勇
一
（
近
畿
大
学
教
授
）

書
籍

紹
介
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安孫子　勇一　近畿大学経済学部教授

（奈良県統計分析専門員）

平成30年度経済波及効果セミナー

講師　奈良県立大学　下山　朗教授
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　 奈良県統計課では、県・市町村職員を対象に統計相談

窓口を設置しています。

　奈良県統計分析専門員が、統計分析の手法や調査結果の

分析など、統計に関するあらゆるご相談に応じます。

　まずは、統計課企画分析係まで、お電話あるいはメール

でご連絡ください。相談日時は、原則として毎週金曜日の

13時から17時までです。

相談内容（例）

・アンケート調査をするが、気をつけるべき点は何か？

・利用者の満足度を知りたいが、具体的に何をすればよいか？

・計画を立案するが、成果指標などは何がふさわしいか？

など

統計相談窓口

　
調
査
票
の
配
布
・
回
収
な
ど
を
行
う
統

計
調
査
員
と
し
て
、
30
年
以
上
も
の
間
、

工
業
統
計
を
始
め
多
く
の
調
査
に
従
事
し

て
き
た
大
森
初
美
さ
ん
。
平
成
30
年
春
の

叙
勲
で
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
た
。「
調

査
員
で
叙
勲
を
受
章
さ
れ
た
方
が
い
る
こ

と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
受
章

し
て
初
め
て
、
調
査
員
が
叙
勲
を
い
た
だ

く
こ
と
も
あ
る
ん
だ
な
あ
と
実
感
し
ま
し

た
」
と
や
わ
ら
か
な
物
腰
で
語
る
。

　
子
育
て
に
追
わ
れ
る
な
か
、
町
の
広
報

で
、
工
業
統
計
調
査
の
調
査
員

を
募
集
し
て
い
る
こ
と
を
知

り
、
公
的
部
分
で
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
と
応
募
し
た

の
が
調
査
員
に
な
っ
た
き
っ
か

け
だ
っ
た
。

　
調
査
員
を
長
く
続
け
て
き
た

な
か
で
一
番
大
事
だ
と
感
じ
た

の
は
、
自
分
を
信
用
し
て
も
ら

う
こ
と
。
身
だ
し
な
み
は
も
ち

ろ
ん
、
調
査
対
象
を
訪
問
す
る

際
は
、
必
ず
、
田
原
本
町
役
場

か
ら
お
伺
い
い
た
し
ま
し
た
、

と
き
ち
ん
と
身
分
を
明
か
す
。

「
そ
う
す
る
こ
と
で
信
用
し
て
も
ら
え
る

の
か
、
話
を
聞
い
て
い
た
だ
け
ま
す
」
。

そ
の
他
に
も
、
説
明
に
調
査
結
果
が
載
っ

た
新
聞
記
事
を
用
い
た
り
、
身
近
な
と
こ

ろ
で
役
に
立
っ
て
い
る
統
計
の
話
を
す
る

な
ど
、
様
々
な
工
夫
を
欠
か
さ
な
い
。
苦

労
も
多
か
っ
た
が
、
「
調
査
を
拒
否
さ
れ

る
方
は
一
部
で
、
実
際
に
は
答
え
て
く
だ

さ
る
方
が
大
半
で
す
。
回
答
し
た
調
査
票

を
わ
ざ
わ
ざ
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
る
よ
う

な
方
に
も
多
く
め
ぐ
り
会
え
ま
し
た
」
と

振
り
返
る
。

　
統
計
調
査
員
の
他
に
、
地
域
の
子
供
た

ち
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
取

り
組
む
。
そ
こ
に
は
、
社
会
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
思
い
が
共
通
し
て
あ
る
。
思

い
の
ル
ー
ツ
は
母
だ
。
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
い
う
言
葉
も
な
か
っ
た
頃
、
母
が
そ
う

い
っ
た
活
動
を
し
て
い
る
姿
を
目
に
し
て

お
り
、
今
思
う
と
、
そ
の
影
響
が
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
」
。

　
統
計
調
査
員
の
仕
事
は
、
特
別
な
こ
と

を
し
て
い
る
と
い
う
意
識
は
な
く
、
生
活

の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
活
動
に

取
り
組
む
大
森
さ
ん
だ
が
、
そ
の
裏
に
は

家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
。
「
調
査
員
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
早
朝
や
夜
か
ら
出
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
家
族
の
理
解

が
あ
っ
て
で
き
た
こ
と
で
す
。
特
に
、
実

家
で
両
親
の
面
倒
を
見
て
く
れ
た
弟
夫
婦

に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」
。

　
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
は
、
「
与
え
ら
れ

れ
ば
で
き
る
限
り
の
こ
と
は
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
」
と
控
え
め
に
微
笑
む
。

社
会
の
役
に
立
っ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
嬉
し
い大森初美さん

ＥＢＰＭを支える統計調査員
田原本町　大森　初美さん

　奈良県ではこれまで、県、市町村職員の統計リテラシー

（統計を分析、活用する能力）の向上のため、職員向けに

統計に関する研修を行ってきました。

　平成31年度には、ＥＢＰＭ推進に資する高度な分析能力

を持った県、市町村職員の育成を図るため、ビッグデータ

の活用や分析を学べる研修など、より実践的な内容に見直

した「データサイエンスセミナー」を実施します。

データサイエンスセミナー
　～県・市町村職員向け統計研修～


